
顕微鏡の正しい使い方 
 けん   び    きょう 

① 対物レンズをいちばん低い  

  倍率にする。接眼レンズを 

  のぞきながら、反射鏡を 

  動かして明るくする。 

● 目をいためるので、日光が直接当たるところでは使わない。 

● 運ぶときは両手で持つ。 

● 使ったあと、水でぬれていたり、よごれているところが 

  あればやわらかい布でふいておく。 

② プレパラートをステージに置き、 

  クリップでとめる。 

③ 横から見ながら調節ねじを回して、 

  対物レンズとプレパラートを 

  できるだけ近づける。 

④ 接眼レンズをのぞきながら、 

  調節ねじを③と逆に回して、 

  対物レンズとプレパラートの 

  間をはなしていき、 

  ピントを合わせる。 

鏡筒が動くタイプ 

調節ねじ 

各部の名前 

つつ 

接眼レンズ 

レボルバー 

鏡筒 

対物レンズ 

ステージ 

クリップ 

調節ねじ 

反射鏡 

アーム 

鏡筒 

使い方 

× 

注意！ ⑤ 見たい物が小さい時には、 

  倍率の高い対物レンズに 

  変える。 
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